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に
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、
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戦

後
の
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の
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や
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を
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、
敗
戦
と
同
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に
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同
じ
ス
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に
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、
新
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に
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り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
、
彦
三
郎
の
家
を
継

ぐ
決
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ミ
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ル
試
射
場
設
置

　

昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）

ミ
サ
イ
ル
試
射
場
問
題
で
村
は

賛
否
に
分
か
れ
た
。　

　

村
の
発
展
の
た
め
に
は
港
の

整
備
が
優
先
さ
れ
、
都
に
も
国

に
も
陳
情
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
防
衛
省
は
試
射
場
設
置

の
条
件
と
し
て
港
を
作
り
、
産

業
振
興
を
計
る
べ
く
訴
え
た

が
、
戦
前
戦
後
を
体
験
し
た

人
た
ち
、
多
く
の
村
民
は
反
対

し
た
し
大
混
乱
と
な
っ
た
。
議

会
の
傍
聴
者
が
い
っ
ぱ
い
押

し
か
け
、
議
会
を
開
く
こ
と
が

で
き
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

私
は
議
員
当
時
、
都
に
港
の
整

備
は
新
島
発
展
の
た
め
不
可
欠
と

訴
え
て
き
た
が
、
当
時
の
港
湾
計

画
課
長
が
、
「
漁
業
の
発
展
は
港

だ
け
で
は
な
い
。
新
島
で
必
要
な

こ
と
は
良
き
指
導
者
だ
！　

ま
ず

そ
の
指
導
者
の
育
成
に
力
を
入
れ

る
べ
き
だ
！
」
と
言
わ
れ
た
事
を

今
も
忘
れ
な
い
。

 　

    

美
濃
部
都
知
事
と

　
対
談
し
新
島
高
校
を
創
設

　

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）

当
時
は
大
島
高
等
学
校
の
新
島

分
校
と
し
て
中
学
校
を
借
用

し
、
職
員
室
は
木
造
の
６
坪

位
、
西
風
が
吹
く
夜
は
隙
間
か

ら
埃
が
入
り
、
上
着
を
頭
か
ら

か
ぶ
っ
て
、
お
茶
を
呑
む
始
末

で
あ
っ
た
。

　

先
生
に
何
と
か
な
ら
な
い
も

の
か
と
相
談
さ
れ
、
私
は
高
校

を
造
ろ
う
と
言
っ
た
が
、
先
生

は
そ
れ
が
出
来
れ
ば
と
笑
っ

た
。
私
は
そ
の
時
高
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
で
も
あ
り
、
自
費
で
上

京
し
、
つ
て
を
頼
っ
て
美
濃
部

都
知
事
と
対
談
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
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事
に
新
島
分
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の
実

情
を
話
す
と
、
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は
私
の
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を
聞
き
頷
き
、
高
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を
今
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中

に
作
ろ
う
と
云
っ
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。
す
ぐ
新

島
に
電
話
し
て
高
校
を
建
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る

こ
と
を
伝
え
た
。

　

新
島
に
帰
り
、
役
場
に
行
き
、

村
長
に
今
ま
で
の
こ
と
を
話
し

て
、
敷
地
の
こ
と
を
議
長
に
話

し
議
会
を
開
く
用
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を
し
、
全

て
を
急
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
私

は
学
校
に
行
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Ｔ
Ａ
の
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願
書
の
原
稿
を
書
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に
頼
み
、
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兄
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を
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も
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用
意
を
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け
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な
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な
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た
。
都
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会
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都
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、
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を
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す
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で
も
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で
あ
っ

た
。
総
て
自
分
で
働
か
な
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れ
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な
ら
な
い
の
だ
。
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３
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に
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舎
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落

成
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が
、
式
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に
は
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部
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も
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く
だ
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っ

た
。
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と
の
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い

こ
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で
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る
。
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：
今
の
新
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村
議
会
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ
ま

す
か
？　

ま
た
新
島
に
対
す
る

想
い
を
お
聞
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せ
く
だ
さ
い
。
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に
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。
議
員
が
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を
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と

を
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し
な
い
と
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な
い
。
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で
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い
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る
よ
う
農
業
・

漁
業
・
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光
業
の
産
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活
発
化
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る
こ
と
を
期
待
し
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い
。

　

人
口
が
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い
る
こ
と
も
非
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に
心
配
で
あ
る
。
若
い
人
た
ち

の
戻
れ
な
い
人
口
構
成
は
ど
う
な

っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
変

え
る
に
は
何
が
必
要
か
を
、
村
も

村
民
も
も
っ
と
真
剣
に
考
え
て
み

る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

新
島
に
住
ん
で
い
な
く
て

も
、
生
ま
れ
故
郷
の
新
島
の
こ

と
を
い
つ
も
気
に
か
け
て
い

る
。
新
島
の
事
を
聞
け
ば
、
懐

か
し
く
、
新
島
の
話
を
も
っ
と

聞
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た
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と
思
う
。
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：
大
沼
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が
新
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村

で
好
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な
場
所
は
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で
す
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子
供
の
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の
思
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出
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し
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、
新
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の
夏
の
海
。
綺
麗
な

海
で
、
海
の
中
は
遠
く
ま
で
透

き
通
っ
て
見
え
、
時
に
は
魚
の

群
れ
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え

る
。
波
は
静
か
で
、
泳
ぎ
疲
れ

て
寒
く
な
る
と
熱
く
焼
け
た
砂

の
上
に
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這
い
に
な
っ
て
温
ま

る
。
夕
方
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な
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と
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の

家
で
も
母
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方
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提
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の
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９
４
３
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友
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議会だより創刊100号記念
100歳インタビュー

「議会だより」100号を記念して、
  2022年1月に100歳を迎えられた
  元村議の大沼正彦さんにインタビュー。
  村政への思いや島の思い出など、
  書面でたっぷり語っていただきました。

大沼正彦（おおぬま まさひこ）さん
大正11年1月12日生まれ（100歳）。６人兄弟の次男として新島本村に生まれる。
17歳で上京、20歳で鉄道士になる。その後入営して中国に出兵し、山岳戦をいく
つも経験。終戦後新島に戻り、大沼家の後継者となる。それまで芋や麦だけだっ
た新島の農業を変えようと野菜耕作に意欲的に取り組んだ先駆者。昭和34年～
昭和62年まで新島村議会議員を務め、うち昭和52年～58年の間は議長を務め
る。現在は都内に娘さん家族と在住。
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泳
ぎ
疲
れ

て
寒
く
な
る
と
熱
く
焼
け
た
砂

の
上
に
腹
這
い
に
な
っ
て
温
ま

る
。
夕
方
に
な
る
と
、
ど
こ
の

家
で
も
母
親
が
浜
の
森
の
方
か

ら
重
箱
を
抱
え
、
や
か
ん
を
提

げ
て
迎
え
に
来
る
。
そ
れ
が
ま

た
待
ち
遠
し
い
。
そ
の
頃
に
な

る
と
、
夕
日
が
西
の
海
に
沈
ん

で
い
く
の
を
眺
め
な
が
ら
、
海

の
上
か
ら
吹
い
て
く
る
涼
し
い

風
を
受
け
て
重
箱
を
開
く
。
中

に
は
お
に
ぎ
り
、
大
根
の
葉
の

漬
物
。
ク
サ
ヤ
の
干
物
と
薩
摩

芋
は
甘
さ
と
塩
の
味
が
調
和
し

て
美
味
か
っ
た
。

小
久
保
：
戦
争
に
も
行
か
れ
た

大
沼
さ
ん
は
、
今
現
在
の
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
？

　

昭
和
18
年
（
１
９
４
３
年
）

１
月
に
軍
隊
に
入

営
し
て
北
支
、

中
支
、
南
支
と
参
戦
し
て
、
よ

く
も
生
き
な
が
ら
え
た
と
考
え

る
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
世
の
中

に
な
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、

も
し
日
本
が
戦
争
に
勝
利
し
て

い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
の

か
、
ま
た
戦
争
と
は
な
ん
だ
っ

た
の
か
と
誰
し
も
考
え
た
こ
と

だ
ろ
う
。
戦
死
し
た
戦
友
は
、

空
襲
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち

は
と
考
え
る
と
、
戦
争
は
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
肝
に

命
じ
て
い
る
。

大沼正彦さんと新島村の歴史
1922年（大正11年）　生誕
1939年（昭和14年）　17歳で上京　
1942年（昭和17年）　国鉄の運転士になる
1943年（昭和18年）　入営（軍務に服する）
1946年（昭和21年）　新島に戻る
1959年（昭和34年）　ミサイル問題

新島村議員になる
1962年（昭和37年）　ミサイル試射場完成
1970年（昭和45年）　新島高校竣工
1971年（昭和46年）　新島高校校舎落成
1977年（昭和52年）　新島村議会議長就任
2022年（令和４年）　100歳を迎える

議会だより<第100号> 記念100歳インタビュー




